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受けられるようになってきた [11][12][13]。一方，英国の National Westminster 
Bank(NatWest)においては，顧客が支店に設置されている端末装置から，必要に応





代理店である Thomas Cook との共同開発による「Touch」システムがあった。さら
に，情報キオスク端末提供のメーカとしては，NorthCommunication 社の Loyola 
Kiosk 端末，Olivetti 社の MultiKiosk 端末，ＩＢＭ社の WebCollaboration 端末，
TANDEM Computer 社の“次世代コールセンタシステム”があった[12]。  
国内においては，消費者金融会社が「むじんくん」や「いらっしゃいまし～ん」
などの無人契約機を設置し，顧客の対応に当たっていた[12]。都市銀行においては，












































































「Digital Declarations」[31]の適用が考えられる。Digital Declarations は電子署










































































































































































































































































マンドコール型窓口相談システムに対する課題(1.3.1 (1))に対する解決策は第 2 章
で述べる。次に，個人情報を保護しながら商品説明を受けた代理店とは別の窓口(端
末)で契約手続きが行えるシステムに対する課題(1.3.1 (2)(3))に対する解決策は，第
3 章で述べる。さらに，第 3 章で述べた代理店契約システムにおいて，個人情報を
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図  2.4 エキスパートオンデマンドコール型遠隔相談システムのソフトウエア
の詳細構造 
 
(1) 窓口端末  




履歴 DB に登録する 
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該当する顧客の顧客データを登録されている顧客相談履歴 DB より参照する 
過去に類似の相談事例がないかどうか相談回答事例データベース (DB)を参照す
る  






















うにするため，図 2.3 で示した３層に分けたソフトウエア構造としている。 
また，窓口端末，エキスパート端末共に同じ３層構造とすることで，端末の区別
なくコンポーネントの再利用化を図るなど，システム構築の効率化を目指している。 
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(3) 基本コンポーネント  
特に相談業務に特化した機能ではなく，汎用的に利用可能な単位でコンポーネン
ト化したものであり，主な機能は以下の通りである。また，実際のシステム構築は，
図 2.4 に示すように，既存の汎用ソフトウエアを活用することで実現している。 
























































































表 2.1 コンポーネントの開発規模 
Component Language(Product Type) Number of steps 
Application Components Visual Basic １  ksteps 
Middleware Components Visual C++(DLL) 1.5 ksteps 
Fundamental Components 
(For API Driver) 
C/Visual C++(ActiveX) ２  ksteps 













(b) 相談コンテンツの作成  
・商品，サービス紹介用動画データ(AVI(動画)形式ファイル)の作成 




















表 2.2 システム変更に要した作業工数(３層構造) 
Category Contents Workload 
Menu Product ◆Menu Items 
◆Form Information File 
◆Navigation Information File 
2days 
◆ Collecting of Intelligence for 
making Contents 
1day 
◆Outline for Picture(with Paper) 
・ Detail of Consulting Ware 
・ Loan Simulation 





◆Document prepare the Loan Simulation 
and Proposal Document, etc. with MS- 
Excel or MS-Word 
2days 
Contents Data base 
for Consultation 
◆Structure Design 
◆ Decision of Consulting Contents 
setting area 
1day 
◆Collecting of Materials for making 
Video Contents 
1day 
◆Outline for Picture(with Paper) 
・ Consulting Ware Presentation 
2days 
◆Taking Video 1day 
Contents 
Product 
Video Contents for 
Explanation 
◆AVI(Video)data conversion 1day 






















































































































































































































































































図 3.2 全体システム構成 














































































































































































図 3.5 セルフ契約端末上の処理の流れ 
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行い，3.3.3.2 で示した開発システムに適用する。  
まず，地紋透かしに埋め込む情報として，商品説明を受けた代理店，窓口担当者，
契約者名と，商品説明に沿って，承諾したタイムログ情報を地紋透かしに埋め込ん























Part of Redactable Value 



















































No. Contents of the Data Item







８ Expositor Name of Agent
９ Video Number(Case of Recording at the Products Explanation)
１０ Time Stump about Explanation of Insurance Contract













































































Evaluation Point Contractor Agency Insurance 
Company








































































































































認識方式は，地紋透かしの 1 文字分の情報を，隣接する他の 1 文字分の情報と区分












































年 月 日 ご署名 ＿＿＿＿＿＿＿ ㊞
 




おいて文字認識の実用レベルである 99％以上[70]に到達していない。  









































前記 1 画素，1 印字点を，2×2 の  4 ドットのサイズとする。本論文で使用するス








(a) 個人情報，意向確認情報を表す複数文字からなるテキストデータを 1 単位と
して地紋透かしに変換する。 
 





(c) 同じ 1 単位の地紋透かしデータを，紙面全面に繰り返し印字する。  
 
(2) 地紋透かし 1 文字分の情報とその境界の表し方 
地紋透かし 1 文字は，以下のように表す。 
 
(a) 1 文字は，境界点を含めて 60 画素×60 画素で表す。 
 
(b) 60 画素×60 画素は，基準点から 5 画素×5 画素右下方向へ移動した点から，
10 画素×10 画素の 25 の小片に分割する。各小片は 1bit 分の情報を表す。 
 
(c) 各小片内を 2 分割し，左上の区画では，区画の左上から右方向に 3 画素，下
方向に 3 画素進んだ位置に情報印字点  (以下，情報点と表す) を印字する。右下の
区画では，区画の右下から左方向に 3 画素，上方向に 3 画素進んだ位置に情報点を
印字する。情報点が，分割した区画の左上にある場合は 0，情報点が，右下にある
場合は 1 を表す。 
 




(d) (a)～(c)より，1 文字は 25 の小片から構成されるため，25bit で表される。 
文字境界を表す境界点は，1 文字分の情報を囲むように，基準点から右，および
下方向へ 12 画素間隔で印字する。境界点，および情報点は 1 画素で表す。 
1 文字分の情報の境界点の点列は，小片が縦横それぞれ 5 個あり，左端最上位置
にある基準点は縦横方向の境界点を兼ねるので，6＋6－1 の合計 11 個で構成される。
また右端，下端の境界点は，右隣，下隣の文字の基準点を兼ねる。境界点，情報点
に限らず，印字された 1 画素のことを印字点と呼ぶ。 







10 文字，年齢に 3 文字，郵便番号にハイフンを含めて 8 文字，契約内容を含む承諾
情報に 60 文字から 120 文字程度必要であり，合計約 140 文字分あれば事足りる。
地紋透かしで表現できる文字数は，60 画素×60 画素で表す 1 文字分の情報が，A4
版紙面の横幅を考慮すると 1 行に 21 文字分印刷可能であるので，前記 140 文字を
表現するために，7 行分を使用して 21×7=147 文字を 1 単位とした。1 単位が 7 行









しで表現した文面例を，図 4.3 に示す。 
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Small Information Box : When an Information Point is in the 
upper-left area, it expresses "0" and when an Information Point 
is in the lower-right area, it expresses "1".  









: Blank  









3×3 画素，  5×5 画素と，最大 7×7 画素の範囲まで段階的に探索範囲を広げて認
識した印字点を，最上端左端文字の基準点とする。また，基準点からの相対的な縦
横それぞれ 12 画素×5(=60 画素)の点列分の領域を，1 文字分の情報の表現領域と
する。1bit を表す各小片は，境界点を認識後，各境界点からの相対的な画素の隔た
りから 10 画素×10 画素の小片を探索し，その小片内の情報点の印字位置によって，
当該小片が 0 か 1 のいずれを表すかを判定する。  















(1) 境界点の探索範囲拡大  
探索した境界点に対して，次に続く境界点を探索するための領域を，従来方式と






×3 の合計 9 画素分を探索領域として設定し，その中に実際の境界点が存在するか
どうかの探索を行う。 
9 画素の探索は，イメージスキャナのスキャニング順序に従う。9 画素分の探索




画素分右方向へ移動して仮の次の境界点  (以下，仮 N 境界点と表す) とし，その点
を中心として，前記と同様 9 画素分の探索領域を設定し，次の境界点を探索する。









字までにある，文字数分の位置にある画素  (60 画素×文字数) を仮の基準点として，






Expansion of a Next 








1st Searched  
Border Point











End of Border Point
Expansion Search Area Next Temporary 
Border Point
 
図 4.5 境界点の終了判断 
 













：Longest Border Expressed Points Sequence
：Border Expressed Points Sequence
×  



















本研究では，濃度変化を 0 以上 1 以下の値で表し，予備実験によりしきい値は，















4.4.1 1 単位分の地紋透かし印字紙面の認識実験 
折り，しわ，波打ちがある紙面での地紋透かし認識率について，従来方式と提案
方式との比較実験を行う。まずは，地紋透かし認識率に絞って比較するために，テ




4.3.1 で述べた 1 単位分に必要とする文字数に基づき，実際の申込時に地紋透か
しとして埋め込むテキストデータは，改行指定なく文字を連ねた状態で，147 文字
に満たない場合，末尾に空白文字を表す印字パターンを埋めて，1 単位 147 文字と








本研究の 1 画素は 2×2 の 4 ドットとしているので，360dpi（表 4.1 参照）では，
10 画素×10 画素からなる 1 小片のサイズは，約 1.4mm 四方となる。このサイズ内
に情報点を印字することになるので，情報点の印字位置を人間の目で識別するのは
難しく，解読は困難である。 
(1) 実験試料の作成  
本実験で用いる実験試料は，1 単位分の地紋透かしを，繰り返さず 1 回印字した
場合の折り状態，しわ状態，折り･しわ無し状態に関する実験試料 5 種類を作成す
る。  
(a) 折り状態：折数 1 回から 3 回の 3 種類 
(b) しわ状態：折じわ 1 種類 
(c) 折り･しわ無し状態：折り･しわの無いもの 1 種類 
 







Fold(0) Fold(1) Fold(2) Fold(3)
Fold(Number) ： Number = Number of  Folds  















Fold(1)-(3): State with Folds
Rumple: State with Rumples
Fold(0): Waved State without Folds and Rumples
①-③：Concave Folds of 1 – 3 times






図 4.9 1 単位分の地紋透かしを印字した実験試料の山折りと谷折りの設定 
 
表 4.2 しわ無し・山折り・谷折り・しわ状態の組合せ 








Not Fold(0) Fold(1)     
ⅰ    Fold(2)  
ⅰⅱ     Fold(3) 
Rumples   Rumple 
Fold (1)-(3) : State with Folds 
Rumple : State with Rumples 
Fold (0) : Waved State without Folds and Rumples 
①-③：Concave Folds of 1 – 3 times 
ⅰ-ⅱ：Convex Folds of 1 – 2 times 
 




























             ……………………………(1) 
(1)式において，n は標本数，e は誤差，Z は信頼度，P は母比率を表す。ここで，
一般的な設定である信頼度 Z を 95%に設定し，そのときの誤差 e を一般的な設定で
ある 5％とした上で，母比率 P を，最も安全な標本の大きさを考慮して，標本数 n
を計算する。P=0.5 (50%)の時が，最大の必要な標本数となるため，P=0.5 として標




























グラフ化したものを図 4.10 に示す。ただし，認識率は 0％から 100％の値しかとら
ないため，平均値からの標準偏差値幅の表示において，0 未満の値と 100 を超える
値の範囲の記載は除外する。 
(1)折り状態 
従来方式では，折数 1 回の場合，認識率が 5.7％と非常に悪かったが，提案方式
では，認識率が 59.3％となり 10 倍以上向上した。さらに，折数 2 回の場合，46.1％
から 84.0％に，折数 3 回の場合，27.2％から 67.9％に向上し，各々従来方式より提





























































0 1 2 3 Rumple
Fold(1)-(3): State with Folds
Rumple: State with Rumples
Fold(0): Waved State without Folds and Rumples  
 
図 4.10 1 単位印字の地紋透かし認識率の比較実験結果 
 
表 4.3 従来方式と提案方式における枝分かれによる境界点の認識誤りケース 
















Proposing method 0 1 7 6 －  
Fold (1)-(3) : State with Folds 
Rumple : State with Rumples 














4.4.1.1 で述べた文字数と同じ 147 文字を 1 単位とするテキストデータの地紋透
かし化したものを，A4 版紙面全面に繰り返し印字した実験試料を準備する。具体
的には地紋透かし化したテキスト文 1 単位を，合計 3 回繰り返して印字している。
また，実際の A4 版紙面を折りたたむ場合を想定し，現実的な折数として図 4.8 に
示す折り方にしたがって折数 1 回から折数 3 回の折じわを付けた折り状態，しわ状
態，および折り･しわ無し状態の三つの紙面状態に対応したもの合計 5 種類を，実





Fold(0) Fold(1) Fold(2) Fold(3) Rumple
Fold(1)-(3): State with Folds
Rumple: State with Rumples
Fold(0): Waved State without Folds and Rumples  






のを図 4.12 に示す。ただし，認識率は 0％から 100％の値しかとらないため，平均
値からの標準偏差値幅の表示において，0 未満の値と 100 を超える値の範囲の記載
は除外する。 

































Fold(1)-(3): State with Folds
Rumple: State with Rumples
Fold(0): Waved State without Folds and Rumples  
 
図 4.12 全面印字の地紋透かし認識率の比較実験結果 
 
(1) 折り状態  


















4.4.3.1 1 単位分の地紋透かし印字紙面の認識実験 
折数により，認識率の増減はあるものの折り状態，しわ状態，および折り･しわ無
し状態全てにおいて，提案方式の方が従来方式よりも，認識率が向上することが確
認できた  (図 4.10 参照)。  
(1)折り状態 





きない部分が残る。このことが，折数 2 回の認識率が，84.0％となり折数 1 回や折
数 3 回より高い理由である。 














































効果をもたらしたことによると考えられる。A4 版紙面全面に 1 単位分の地紋透か































A から I は画素の関数値を表し，図 4.13 で表されるマスクとして定義した上で， 
f ( x, y )の値 E を中心として，X 軸方向の微分値を fx，Y 軸方向の微分値を fy とす
ると，微分値｜fx｜+｜fy｜は，以下の式(3)として算出できる。 
 
｜fx｜+｜fy｜= ｜A + 2B + C – G – 2H – I｜+｜A + 2D + G – C – 2F – I｜…(3) 
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